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法務教官から見た現代の非行少年像に関する研究  
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王 はじめに   

少年による凶悪な事件が起こり，マスメディアで取り上げられる際には，非行少年像  

が語られることが多い。近年では，「キレる」，「他人の気持ちが分からない」などと言  

われることが多く，また，この傾向が，子育て，教育，社会の問題と結び付けられ，い  

わば社会の歪みの表われとして語られることも多い。そうした視点からの分析にはもち  

ろん意味があるし，優れた考察も見られるが，一方で，社会の関心の高さもあって，余  

りにも多くの人が，それぞれの立場から様々なことを語っているようにも見え，また，  

特定の事件を起こした少年の問題が，まるで非行少年全般の傾向のように語られている  

印象を受けることもある。   

一般の人はどのような非行少年像を抱いているのであろうか。例えば，内閣府は，  

「少年非行問題等に関する世論調査」を実施しており，これは非行少年像の調査を直接  

の目的としたものではないものの，どのような印象を持っているかをうかがい知ること  

ができる。ただし，多くの人は，日常的に非行少年に接しているわけではなく，上に述  

べたようなマスメディアの影響を強く受けているのではないかと思われる。   

一方，非行少年像に関する実証的な研究があるかというと，この種の研究は意外に少  

ない。その理由としては，一口に非行少年と言っても，実際には様々なタイプがあるの  

で，心理尺度等を用いた測定が難しいことが挙げられる。   

例えば，夫島（1983）が中学生を対象として行った研究は，数少ない実証的な研究の  

一つであるが，この研究では，非行少年を，暴走族，シンナー乱用などの数タイプに分  
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けてその印象を聞いている。これは，それぞれのイメージが異なることを示すことを目  

的としたものだが，逆に言えば，上記のような測定の難しさを反映していると見ること  

もできる。また，「非行少年像」をタイトルに含む研究は，矯正の分野でも行われてい  

るが（津田，1976など），その多くは，非行少年の心理テスト結果を検討したものが中  

心であり，他者から見た非行少年像というよりも，非行少年の特性の研究に分類するこ  

とが適当だと考えられる。   

また，もう一つ非行少年像に関して言えることは，非行少年は成長の途上にあり，多  

くの非行少年が立ち直っていくにもかかわらず，問題点ばかりが指摘されていることで  

ある。矯正の分野では，少年院における少年たちの成長が記述されることがあるが（小  

澤，2003など），こうした記述を見ると，比較的明確なイメージの変化があると思われ，  

定量的なイメージ測定が可能ではないかと考えられる。   

本研究は，以上のような問題意識を背景に，少年院や少年鑑別所において非行少年を  

処遇している法務教官が，どのような非行少年像を抱いているかを明らかにすることを  

目的としている。   

ここでの関心は，以下の4点である。   

一つ目は，一般の人が抱く非行少年像との比較を行うことである。一般人の非行少年  

像に関する信頼できるデータは少ないので，先に挙げた内閣府の世論調査（「少年非行  

問題等に関する世論調査（平成13年11月調査）」）を利用して比較を行う。法務教官も社  

会人であり，マスメディアの影響を受けているので，一般の人と全く異なる非行少年像  

を措いていることはないと思うが，生活を崩した少年達を指導する専門家であり，目の  

前の非行少年の問題点を見つめているので，イメージの違いが現れることが予想される。   

二つ目は，収容少年の非行少年像をできるだけ全体的にとらえることである。これを  

シンプルに行うためには，できるだけ基本的な次元で非行少年像をとらえることが有効  

だと思われる。林（1978）は，対人認知の研究における基本3次元を示しており，質問  

紙（特性形容詞尺度）も開発されている。質問紙の使用実績も，十分なものがあると考  

えられる。   

なお，パーソナリティ研究の分野では，近年，Big Five仮説（性格は5因子から成  

るという学説）が有力になりつつあるが，これは人が人を認知する際の枠組みと関連が  

あるのではないかという指摘があり，林の基本3次元とBig Five因子との類似性につ  

いての論考もある（泊，2001）。こうした点からも，対人認知の基本的次元という意味  

での妥当性も高いと考えられる。   

三つ目は，非行少年の成長を，法務教官から見た非行少年像という側面からとらえる  

ことである。ここでは，先の対人認知の基本的次元における把握とともに，少年院にお  

ける教育目標を尺度として利用することにより，より具体的な形で成長をとらえようと   
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考えた。   

四つ目は，非行少年像の把握に関連して，法務教官が，非行少年に対してどのように  

成長してほしいと願っているかを明らかにすることである。このことは，法務教官がど  

のような想いで非行少年の処遇に当たっているかに深く関連すると考えられる。  

五 目的   

法務教官が抱いている非行少年像を明らかにする。特に，非行少年の成長という面に  

焦点を当てるとともに，法務教官が抱く彼らに対する希望を明らかにする。  

l代：方法  

1 調査対象   

調査対象者は，全国の少年院，少年鑑別所に勤務する法務教官（統括，課長補佐以  

上を除く。）である。   

本研究における調査票は（A）と（B）の2種類があり，調査票（A）の対象者は200名，（B）は  

300名である。それぞれ異なる対象者に実施したので，合計は500名である。   

調査対象者は，乱数を用いて名簿から無作為に抽出した。長期研修中等の理由によ   

り，調査が実施できない職員の回答は不要とした。また，調査への協力は，各対象者   

の任意とした。最終的に回収された調査票数は，452であった（回収率90．4％）。回答  

者の属性を，表1及び表2に示す。  

表1 回答者属性  

調査票（A）   調査票（B）   

総計  
男性  女性 記載なし 合計  男性  女性 記載なし 合計   

少年院   113  20  133  167  27  7   201  334   

（％）   （25．0）（4．4）  （29．4）  （36．9） （6．0）（1．5）（44．5）  （73．9）   

少年鑑別所   35  5  40   63  4  67  107   

（％）   （7．7） （1．1）  （8．8）  （13．9）（0．9）  （14．8）  （23．7）   

記載なし   4  5  9   1  1  2   

（％）   （0．9）  （1．1） （2．0）  （0．2）  （0．2）（0．4）  （2．4）   

合計   152  25  5   182  231  31  8   270  452   

（％）   （33．6）（5．5）（1．1）（40．3）  （51．1） （6．9）（1．8）（59．7）  （100．0）  
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平均年齢   勤務年数  

男性  女性 記載なし 合計  男性  女性 記載なし 合計   

少年院   39．5  35．0  27．0  38－8  14．6  10．7  1．0  14．0   

（SD）   （9．7）（8．8）（0．0）（9．7）  （10．3） （8．9） （0．0）（10．2）   

少年鑑別所  41．7   34．9  41．1  17．4  12．3  17．0   

（SD）   （9．7）（5．4）  （9．6）  （10．4） （7．0）  （10．2）   

記載なし  31．4  31．4   7．4  7．4   

（SD）   （1．9）  （1．9）  （1．5）  （1．5）   

合計   39．9  35．0  27．0   39．3  15．2  10．9  1．0  14．6   

（SD）   （9．7）（8．4）（0．0）（9．7）  （10．3） （8．6）（0．0）（10．3）   

2 調査時期   

平成15年10月1日から同年10月末日まで  

3 調査方法   

質問紙法である。   

「1調査対象」で述べたように，当研究所で調査対象となる法務教官を指定した  

上で，調査票を各少年院，少年鑑別所に送付した。   

各施設において調査票を対象者に配付し，対象者は，回答後に封鍼した調査票を施  

設に提出した。各施設は，提出された調査票を取りまとめ，当研究所に返送した。   

なお，封絨は，回答の自由を保証するための措置である。  

4 調査内容   

先に述べたように，調査票を（A）と（B）に分けたことには，全体の分量を抑える目的と，   

一般の非行少年についての調査内容と，収容少年についての調査内容を分ける目的が   

あった。   

さらに，調査票（B）には，少年院職員用と少年鑑別所職員用の2種類がある。これは，  

両施設の設置目的の違いや，収容期間の違いを考慮して，少年院では教育による非行  

少年の成長に関する調査，少年鑑別所では非行少年の現状に関する調査というように   

内容を分けたことによる。   

なお，非行性という面で両施設の違いを簡単に説明すると，平均的には，少年院の   

方が非行性が進んでいる少年が多い一方，少年鑑別所に収容されている少年の方が非   

行性の範囲は広いと言える。   
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以下は，調査内容の概要である。調査票（A）の調査内容は，「結果」において示して  

いる。また，調査票（B）の内容は，資料2として末尾に掲載している。  

（1）全調査票に共通する調査対象者属性に関する項目   

① 性別   

② 年齢   

③ 勤務施設（少年院又は少年鑑別所）   

④ 勤務年数  

（2）調査票（A）  

調査票（A）は，法務教官が抱いている「一般の非行少年像（少年院や少年鑑別所に収   

容されている少年ではない）」を調査することを目的として，「少年非行問題等に関する   

世論調査（平成13年11月調査）」（内閣府）の一部を実施している。この世論調査は，  

「① 非行の実態について」，「② 非行の原因について」，「③ 非行防止と立ち直りのた   

めの活動。対策について」という三部構成になっているが，このうちの①と②を実施した。  

具体的な調査項目は，以下のとおりである。  

（∋ 少年非行の増加（増加しているか）   

② 増加している非行（増加している非行の種類）（複数回答可）  

（釘 凶悪事件を起こす特徴の経緯（複数回答可）  

（彰 実際に身の回りで問題になっている非行（複数回答可）   

⑤ 社会的に見て問題だと思う非行（複数回答可）  

（釘 非行の大きな原因（複数回答可）  

（丑 少年自身の問題（複数回答可）   

⑧ 社会環境の問題（複数回答可）  

（彰 社会風潮の問題（複数回答可）  

なお，この世論調査は，個別面接法で実施されたものであり，本調査とは実施方   

法が異なっている。  

（3）調査票（B）   

調査票（B）は，法務教官が措いている「収容少年」の非行少年像を調査することを   

目的としている。少年院職員用と少年鑑別所職員用の内容は異なるが，いずれも，   

以下の三つの部分から構成されている。   

ア 少年院職員用  

① 特性形容詞尺度  

この尺度は，3因子からなる対人認知構造に関する尺度であり，パーソナリ  

ティ特性を表わす20対の形容詞について，7段階評定を行う。  

入院時と出院時の収容少年について，それぞれ評定する。   
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（む 教育目標  

少年院では，個々の少年の問題に応じた個別的処遇計画が作成されており，  

この計画には，各人に必要と思われる教育目標が設定されている。この教育目   

標は，少年院において実施可能な教育方法，内容であるという一定の制約は受   

けるが，個人に即したものであるため，その内容は非常に多様である。  

このような個人別教育目標の中から，主だったものとして研究担当者が選択  

した30項目について，少年院在院中の成長の度合いを，「大きく変わる」から   

「変わらない」までの4段階で評定した。①は，対人認知の基本的次元での変   

化を見ようとするのに対し，ここでは，より具体的に変化をとらえることを目  

的としている。   

③ 自由記述  

今後，収容少年に対してどのように成長してほしいと思っているかを記載す  

るものである。  

イ 少年鑑別所職員用   

① 特性形容詞尺度を用い，少年鑑別所入所時の収容少年のイメージを測定する。   

② 「ア」の「②」で述べた30項目について，少年鑑別所入所中の少年の現状に  

どの程度当てはまるかを尋ねた。「あてはまる」から「あてはまらない」まで  

の5段階評定である。  

なお，設問が少年院職員用調査票と異なるため，これに合わせて，若干，項  

目の文章も変えている。   

③ 自由記述  

「ア」の「（彰」と同様である。  

Ⅳ 結果と考察  

1 一般の非行少年像（世論調査との比較）：調査票（A）  

（1）集計方法  

「少年非行問題等に関する世論調査」では，20歳未満（以下，「一般社会未成年」   

と言う。）と20歳以上（以下，「一般社会成人」と言う。）の2群に分けて結果の集   

計を行っている。  

本研究の結果（表3から表11，図1から図9）は，世論調査における2群と，法   

務教官のデータを並べて表示している。縦軸は調査対象者数に対する割合である。  

なお，項目順は，表3以外は，法務教官の回答率が高かった順に並べた（「その   

他」，「特にない」，「わからない」を除く。）。   
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一般社会未成年 一般社会成人  法務教官   

かなり増えている   38．8  58．9  42．3   

ある程度増えている   49．4  33．5  44．0   

ほとんど（全く）増えていない   5．9  4．3  10．4   

減っている   1．4  0．6  0．0   

わからない   4．6  乙7  3．3  
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区＝ 非行の増加  

表4 増加している非行  

一般社会未成年 一般社会成人  法務教官   

低年齢層による非行   34．4  58．7  69．8   

凶悪・粗暴化した非行   34．1  53．2  66．5   

集団による非行   28．1  34．9  42．3   

明確な動機がない非行   25．8  37．0  39．6   

好奇心・スリルなど動機が短絡的な非行   24．3  27．7  34．1   

突然キレて行う非行   49．4  52．5  32．4   

周りから誘われたり強制されて行う非行   13．0  16．8  18．1   

その他   0．1  0．6  6．6   

増えているとは思わない   1．8  1．3  0．5   

わからない   4．4  2．4  1．1   

平均回答項目数   2．2  2．9  3．1   

注 複数回答可。数値は，調査対象者数に対する割合（％）である。   
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図2 増加している非行   

表5 凶悪事件を起こす少年の経緯  

一般社会未成年 一般社会成人  法務教官   

家庭環境に問題のある少年   59．8  70．9  83．5   

友人関係に問題のある少年   21．5  31．2  41．2   

学校生括になじめない少年   30．9  35．1  37．4   

何ら問題がないと思われている少年   32．0  35．2  28．6   

以前に不良行為や犯罪行為があった少年   18．5  14．3  27．5   

その他   0．3  0．7  12．6   

わからない   4．2  3．7  1．1   

平均回答項目数   1．7  1．9  2．3   

注 複数回答可。数値は，調査対象者数に対する割合（％）である。   



法務教官から見た現代の非行少年像に関する研究  219  

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
 

9
 
 
0
0
 
7
 
 
6
 
5
 
 
4
 
3
 
 
2
 
1
 
 

％
 
 

家
庭
環
境
に
問
題
の
あ
る
少
 
 

年
 
 

友
人
関
係
に
問
題
の
あ
る
少
 
 

年
 
 

学
校
生
活
に
な
じ
め
な
い
少
 
 

年
 
 

何
ら
問
題
が
な
い
と
思
わ
れ
 
 

て
い
る
少
年
 
 

以
前
に
不
良
行
為
や
犯
罪
行
 
 

為
が
あ
っ
た
少
年
 
 

わ
か
ら
な
い
 
 

図3 凶悪事件を起こす少年の経緯  

表6 実際に身の回りで問題になっている非行  

一般社会未成年 一般社会成人  法務教官   

ささいなことに腹を立てて暴力を振るう   18．9  16．4  42．3   

バイクや自転車などを盗む   22．9  22．8  41．2   

バイクや自転車などでひったくりをする   17．9  18．6  35．7   

暴走行為をする   12．7  16．3  34．1   

飲酒・喫煙などの不良行為   35．0  23．8  33．0   

不登校の問題   30．0  17．6  19．8   

いわゆるオヤジ狩りなどの強盗・恐喝事件   3．8  4．8  19．2   

いじめの問題   27．5  19，5  19．2   

覚せい剤やシンナーなどの薬物の乱用   5．5  6．7  15．4   

いわゆる援助交際などの性の非行   3．3  5．0  15．4   

家庭内暴力など，家庭内での非行   4．6  7．6  13．2   

刃物などを使った殺傷事件   3．6  5．0  11．0   

刃物などを持ち歩く   5．8  5．4  7．7   

家出の問題   7．7  4．3  7．1   

校内暴力の問題   7．8  6．0  2．7   

その他   0．3  1．4  5．5   

特にない   25，0  31．8  11．0   

わからない   3．0  5．2  2．2   

平均回答項目数   2．4  2．2  3．4   

注 複数回答可。数値は，調査対象者数に対する割合（％）である。   
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図4 実際に身の回りで問題になっている非行  

表7 社会的にみて問題だと思う非行  

一般社会未成年 一般社会成人  法務教官   

ささいなことに腹を立てて暴力を振るう   28．5  35．2  65．9   

覚せい剤ヤシンナーなどの薬物の乱用   41．6  39．8  62．6   

いわゆる援助交際などの性の非行   19．1  33．0  60．4   

刃物などを使った殺傷事件   49．2  48．4  57．1   

いわゆるオヤジ狩りなどの強盗・恐喝事件   23．9  2718  56．6   

バイクや自転車などでひったくりをする   18．7  24．6  53．3   

いじめの問題   35．0  38．7  51．1   

暴走行為をする   20．6  24．9  45．1   

バイクや自転車などを盗む   18．9  20．1  42．3   

刃物などを持ち歩く   19．9  25．5  40．1   

家庭内暴力など，家庭内での非行   20．9  24．0  38．5   

不登校の問題   19．7  25．4  34．1   

飲酒・喫煙などの不良行為   24．9  21．9  30．8   

校内暴力の問題   15．3  17．3  29．1   

家出の問題   11．1  13．9、  26．9   

その他   0．3  1．1  6．0   

特にない   3．2  2．5  0．0   

わからない   6．2  4．0  0．5   

平均回答項目数   3．8  4．3  7．0   

注 複数回答可。数値は，調査対象者数に対する割合（％）である。   
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図5 社会的にみて問題だと思う非行  

表8 非行の大きな原因  

一般社会未成年 一般社会成人  法務教官   

家庭環境   63．5  74．3  88．5   

本人自身の性格や資質   36．3  41．4  57．1   

社会環境（社会の風潮，政治など）   22．6  36．2  54．4   

友人環境   27．5  32．1  48．4   

地域社会   9．6  18．8  35．7   

学校生括   25．3  17．9  22．5   

その他   0．2  0．5  8．2   

一概に言えない   2．5  2．6  8．2   

わからない   2．3  1．1  0．5   

平均回答項目数   1．9  乙2  3．2   

注 複数回答可。数値は，調査対象者数に対する割合（％）である。  



中央研究所紀要 第14号  222  

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
 

0
 
9
 
8
 
7
 
6
 
5
 
4
 
3
 
2
 
1
 
 

1
 
 

％
 
 

わ
か
ら
な
い
 
 

学
校
生
活
 
 

そ
の
他
 
 
 

地
域
社
会
 
 

友
人
環
境
 
 

社
会
環
境
 
（
社
会
の
風
 
 
 

潮
，
政
治
な
ど
）
 
 

本
人
自
身
の
性
格
や
資
質
 
 

家
庭
環
境
 
 

一
概
に
言
え
な
い
 
 

非行の大きな原因  図6  

表9 少年自身の問題  

一般社会未成年一般社会成人 法務教官   

忍耐力がなく，我慢ができない   36．1  62．9  64．8   

自己中心的である   40．4  55．1  64．8   

自分の感情をうまくコントロールできない   40．2  47．3  64．3   

人の痛みを感じない   32．6  48．8  62．6   

社会道徳，規範意識（モラル）に欠けている   16．9  36．2  61．0   

主体性がなく，友人など周囲の考えに安易に同調する   13．3  22．7  47．3   

生きがいや目標がない   22．5  32．1  41．8   

甘えの気持ちが強い   17．2  37．2  41．2   

自分の気持ちをうまく伝えられない   21．3  24．1  40．7   

人付き合いがうまくできない   23．1  27．9  24．2   

コンプレックス，劣等感が強い   8．8  13．9  20．3   

投げやりな態度である   14．9  20．2  18．7   

スリルを求めている   13．5  14．1  11．0   

反抗心が強い   16．1  14，6  9．3   

その他   0．2  0．8  7．1   

特にない   2．6  1．2  0．0   

わからない   2．7  1．8  1．1   

平均回答項目数   3．2  4．6  5．8   

注 複数回答可。数値は，調査対象者数に対する割合（％）である。   
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図7 少年自身の問題   

表10 社会環境の問題  

一般社会未成年一般社会成人 法務教官   

テレホンクラブ・ツーショットダイヤル・出会い系サイト   
などの氾濫   

32．6  48．5  59．3  

暴力や性に関する情報を扱ったビデオ・出版物の氾濫   23．2  42．9  52．2   

携帯電話の普及   22．4  44．2  47．3   

コンビニエンスストア，カラオケボックスなどが深夜   

まで営業している   
15．3  38．9  40．1  

少年でも簡単に刃物などを手に入れられる環境である   41．6  27．6  28．6   

少年が利用できる施設や活動の場が少ない   15．8  20．0  28．0   

スナック，ディスコ，カラオケボックス，ゲームセンター   
などが多い   13．7  27．2  22．0  

インターネットの普及   10．3  18．1  18．7   

酒，タバコなどの自動販売機が多い   29．2  31．7  17．0   

放置自転車が氾濫している   12．2  12．8  9．3   

スーパーマーケットでの監視がゆるい   5．4  5．3  0．0   

その他   0．5  1．6  16．5   

特にない   5．5  2．8  1．1   

わからない   3．4  2．7  0．5   

平均回答項目数   2．3  3．2  3．4   

注 複数回答可。数値は，調査対象者数に対する割合（％）である。   
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図8 社会環境の問題   

表11社会風潮の問題  

一般社会未成年一般社会成人 法務教官   

家庭の教育力が相対的に低下する傾向にある   17．0  32．3  69．8   

社会全般の規範意識（モラル）が低下している   21．0  49．1  67．0   

社会全般に心の豊かさや思いやりの心が失われている   24．2  41．7  57．1   

少年を育てようとする気風や機会が大人に不足している   25．4  35．8  52．2   

他人の子どもに無関心である   24．0  44．4  50．5   

夢や希望を持ちにくい社会である   26．1  29．2  35．7   

地域の人が少年に無関心になっている   12．3  25．9  35．2   

学校生括になじめない少年の居場所がない   24．2  18．7  29．1   

社会全般が少年を甘やかす傾向にある   12暮8  23．0  26．4   

薬物や売春などに対して，あまり厳しくない社会である   22．0  24．1  23．1   

学歴偏重社会である   21．5  21．0  17．0   

雇用者の長時間の労働が，少年に関心を持つ余裕をなく   
している   

5，6  10，5  11．5  

その他   0．2  1．1  10．4   

特にない   4．7  0．9  0．0   

わからない   7．7  2．6  0．5   

平均回答項目数   2．5  3．6  4．9   

注 複数回答可。数値は調査対象者数に対する割合（％）である。   
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（2）結果と考察   

以下，世論調査の傾向と，法務教官の見方が相対的に異なる部分を中心に検討する。   

なお，調査時期の違いが結果に影響している部分もあると思われるので，その点   

に留意する必要がある。  

（∋ 少年非行の増加  

法務教官は，「ある程度増えている」が最も多かったが，一般社会成人は，「か  

なり増えている」が最も多かった。法務教官の結果は，一般社会成人よりも一般  

社会未成年に似た傾向であった。   

② 増加している非行  

本間以降の設問は，複数回答可となっているが，法務教官は，全ての設問で，  

回答した項目の平均値が最も多い点が特徴である。  

増加している非行については，「突然キレて行う非行」は，法務教官の回答の  

割合が低い傾向が見られた。   

③ 凶悪事件を起こす特徴の経緯  

法務教官は，一般の人よりも，家庭環境の問題や友人関係の問題を重視する傾  

向が見られた。   
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（む 実際に身の回りで問題になっている非行   

「ささいなことで腹を立てて暴力を振るう」，「バイクや自転車などを盗む」，  

「暴走行為をする」などの項目については，法務教官の問題意識が相対的に強く，   

逆に，飲酒・喫煙などの不良行為，不登校の問題，いじめの問題などは，一般の   

人，特に未成年の問題意識が強い。  

⑤ 社会的に見て問題だと思う非行  

法務教官の問題意識が相対的に強い項目としては，「ささいなことに腹を立て   

て暴力を振るう」，覚せい剤ヤシンナーなどの薬物の乱用」，「いわゆる援助交際   

などの性の非行」，「いわゆるオヤジ狩りなどの強盗・恐喝事件」，「バイクや自転   

車などでひったくりをする」などが挙げられる。  

（む 非行の大きな原因  

世論調査との大きな違いは見出せない。  

（丑 少年自身の問題  

法務教官の問題意識が相対的に低いのは，「忍耐力がなく，我慢ができない」，  

「甘えの気持ちが強い」，「人付き合いがうまくできない」などであり，逆に，法   

務教官の問題意識が高いものとしては，「主体性がなく，友人など周囲の考えに   

安易に同調する」，「社会道徳，規範意識（モラル）に欠けている」が挙げられる。  

（紗 社会環境の問題  

法務教官の問題意識が相対的に低いものとして，「少年でも簡単に刃物を手に   

入れられる環境である」，「酒，タバコなどの自動販売機が多い」などがある。  

（9 社会風潮の問題  

法務教官の問題意識が高いものとして，「家庭の教育力が相対的に低下する傾   

向にある」が挙げられる。反対に，法務教官の問題意識が低い項目には，「薬物や   

売春などに対してあまり厳しくない社会である」，「学歴偏重社会である他人の子   

どもに無関心である」，「夢や希望を持ちにくい社会である」といった項目がある。  

⑩ まとめ  

まず，全体的に見ると，法務教官の少年非行問題等に関する見方の傾向は，世   

論調査の傾向と大きく異なるものではないと言えるだろう。「突然キレる非行」，  

「刃物を用いた非行」などについては，特定の事件の影響があると思われ，調査   

時期が遅く，社会の注目度も下がっている分，法務教官の回答の割合が低下した   

部分もあると考えられる。  

ただし，このような調査時期による違いの影響などを差し引いても，ある程度の   

見方の違いは存在しているように思われる。法務教官は，一般の人よりも，集団非   

行の増加や友人への安易な同調傾向，ささいなことで腹を立てること，家庭環境の   
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問題といった点を，一般の人よりも問題視していると言えるが，これらは，実際に非  

行少年に日々接する中で，資質的な側面や，彼らの家庭環境に着目することに起因  

していると考えられる。また，調査方法の違いからくる面もあると思われるが，全体  

的に平均回答数が多かったことは，多くの非行少年に接していることから，職務上  

その一人一人をよく見ているだけ多くの問題点を意識していることによると思われる。   

一方，一般の人は，全般的に，身近な青少年の問題か，逆に大きな社会問題と  

いう観点から非行少年や非行問題をとらえる傾向があるように思われる。  

2 収容少年の非行少年像について：調査票（B）  

（1）特性形容詞尺度  

林（1978）は，特性形容詞尺壕の因子分析により，「個人的親しみやすさ」，「社会的   

望ましさ」，「活動性（力本性）」という対人認知の基本3次元を抽出している。今回の   

結果についても，7段階の評定値を1点から7点までに得点化し，3因子の因子分析   

（主因子法・バリマックス回転）を行ったところ，林（1978）と同様の因子が抽出された。  

その結果は，表12（少年鑑別所入所時），表13（少年院入院時），表14（少年院出   

院時）のとおりである。  

表12 特性形容詞尺度の因子分析結果（少年鑑別所入所時）  

親しみやすい一親しみにくい   

にくらしい－かわいらしい   

ひとなつっこい－近づきがたい   

心のひろい一心のせまい   

人のわるい一人のよい   

沈んだ－うきうきした   

不親切な一親切な   

堂々とした－卑屈な   

気長な一短気な   

分別のある－無分別な   

責任感のある一貫任感のない   

恥しらずの一恥ずかしがりの   

重厚な－軽率な   

軽率な一慎重な   

なまいきでない－なまいきな   

無気力な一意欲的な   

主因子法・バリマックス回転   
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表13 特性形容詞尺度の因子分析結果、（少年院入院時）  
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恥しらずの一恥ずかしがりの   

気長な－短気な   

心のひろい一心のせまい   

なまいきでない－なまいきな   

不親切な一親切な   

無気力な一意欲的な   

自信のない－自信のある   

積極的な－消極的な   

堂々とした－卑屈な   

沈んだ－うきうきした   

責任感のある一斉任感のない   

非社交的な一社交的な   

親しみやすい一親しみにくい   

にくらしい－かわいらしい   

じの悪い一感じのよい   

主因子法・バリマックス回転  

表14 特性形容詞尺度の因子分析結果（少年院出院時）  

自信のない－自信のある   

無気力な一意欲的な   

重厚な－軽率な   

分別のある－無分別な   

堂々とした一卑屈な   

心のひろい一心のせまい   

責任感のある一責任感のない   

にくらしい－かわいらしい   

気長な一短気な   

恥しらずの＋恥ずかしがりの   

ひとなつっこい－近づきがたい   

親しみやすい一親しみにくい   

不親切な－親切な   

感じの悪い－感じのよい   

人のわるい一人のよい   

非社交的な一社交的な   

積極的な一消極的な   

なまいきでない－なまいきな   

沈んだ－うきうきした   

主因子法・バリマックス回転   
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少年鑑別所入所時と少年院入院時の結果は，比較的似ているが，少年院出院時に  

関しては，社会的望ましさの因子に高い因子負荷量を示す項目が集中する傾向が見  

られた。これは，回答が特定の評定段階に集中する項目が多かったことによると思  

われ，評定段階をもう少し広く設定しておけば，項目の集中を防ぐことができたか  

もしれない。   

次に，各因子の因子得点を算出した（表15，図10）。算出方法は，以下のとおり  

である。  

表15 特性形容詞尺度の各因子の因子得点  

少年鑑別所入所時   少年院入院時   少年院出院時   

個人的親しみやすさ   4．04（0．64）   3．86（0．74）   5．15（0．74）   

社会的望ましさ   3．20（0．捕）   3．16（0．84）   4．41（0．68）   

活動性（力本性）   3．23（0．68）   3．07（0．81）   5．08（0．78）   

注 力ッコ内は，SDである。  

少年鑑別所入所時  少年院入院時  

図10 特性形容詞尺度の各因子の因子得点  

少年院出院時   

少年鑑別所入所時と少年院入院時の因子分析結果（表12，表13）を比較すると，  

各因子に含まれる（最も高い因子負荷量を示す）項目には若干の違いが見られるた  

め，両群に共通して含まれる項目を選択し，その平均値を因子得点とすることとし  

た。具体的には，「個人的親しみやすさ」の因子得点は，項目2，4，5，14，16   
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の平均，「社会的垂ましさ」の因子得点は，項目3，9，10，11，15，19の平均，  

「活動性（力本性）」の因子得点は，項目1，7，17，18の平均となっている。また，   

結果の比較のために，少年院出院時の因子得点も，同じ項目の平均値とした。  

ここで，因子ごとに，少年鑑別所入所時と少年院入院時の差を調べた。すべての   

因子で，有意差は認められなかった（個人的親しみやすさ：t＝1．76，n．Sリ 社会的   

望ましさ：t＝0．38，n．S．，活動性（力本性）：t＝1．45，n．S．）。少年鑑別所入所時と   

少年院入院時の平均的イメージに大きな差はないということである。   

次に，因子ごとに，少年院入院時と出院時の差を検討した。3要因全てにおいて，   

有意差が認められた（個人的親しみやすさ：t＝19．75，pく01，社会的望ましさ：t   

＝16．96，p＜．01，活動性（力本性）：t＝25．37，p＜．01）。すなわち，法務教官から   

見た収容少年のイメージは，少年院出院時に，林（1978）の基本3因子のすべてに   

おいて，ポジティブな方向に変化しており，これは，少年院における教育の効果の   

表れと見てよいであろう。   

小棒（2003）は，少年院における少年の変化について，「立ち直る少年たちと接   

していると，彼らの態度や雰囲気から共通した印象を受けることに気が付きます。   

静かで落ち着いた慎み深い態度，何事にも積極的に取り組み，自分自身を意識的に   

改善向上させようとする強い意欲，他者への思いやりと気配り，礼儀正しさ，強い   

責任感，現実から決して目を背けることなく，被害者も含め他者と積極的にかかわっ   

ていこうとする姿勢などです。そして，それらの行動や態度には，共通して謙虚さ   

を伴った自信に満ちているのを感じます。」と記述しており，このような印象は，   

多くの法務教官に共通するものであろう。本研究の結果は，こうした印象に一致す   

るものと考えられる。  

（2）教育目標   

30項目の教育目標に関する分析の結果は，次のとおりである。「方法」で述べた   

ところであるが，少年鑑別所の法務教官には，少年鑑別所に在所している少年の現   

状を，少年院の法務教官には，少年院在院中の変化の程度を尋ねたものである。  

まず，少年院職員用調査票の結果を先に述べる。因子分析（主因子法・バリマッ  

クス回転）を行ったところ，4因子が抽出された（表16）。第1因子は自己抑制，   

第2因子は非行の反省，第3因子は自信・意欲，第4因子は技能・学力・体力と解   

釈した。各項目の内容は教育目標であり，また，生活指導領域に含まれるものが多   

いので，当然ながら，各因子も少年院における教育の領域に対応したものとなって   

いる，4因子中3因子が生活指導の領域に属するものとなった。   
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表16 教育目標の因子分析結果（少年院）  
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感情的にならず，冷静に問題に対処できるようになる  

嫌なことやつらいことから逃避せず，粘り強く物事に  
取り組めるようになる   

節度ある行動が取れるようになる   

わがままを抑えられるようになる  

前向きな気持ちで物事に取り組めるようになる  

決まりの大切さを理解するようになる  

集中力が養われる  

見えや虚勢を張らなくなる  

物事の善悪を適切に見極めることができるようになる  

周りの雰囲気に流されないようになる  

自分の言動が周囲に及ぼす影響を認識できるようになる  

自分の考えを適切に表現できるようになる  

被害者に対する謝罪の気持ちが深まる  

本件非行の重大性を認識できるようになる  

反社会的集団，暴力，薬物，不良交友，異性関係などの  
個別的な問題点についての理解が探まる   

自分の問題点に向き合えるようになる   

不良交友を断ち切る決意を持つようになる  

自分の非行が家族に与えた影響を正しく理解するように  
なる  

家族に対する感情を整理できるようになる   

堅実で具体的な生活設計を立てられるようになる  

社会人としての心構えができてくる  

社会生活への意欲や希望が持てるようになる  

自信を持って行動するようになる  

責任感が身に付いてくる  

周囲の人と協調できるようになる  

他人に対する信頼感を持つようになる  

学力が向上してくる  

職業生活に必要な意識，知識，技能等が身に付いてくる  

主因子法・バリマックス回転   

次に，少年鑑別所の因子分析の結果であるが，当初，固有億1．0以上の因子を抽  

出したところ，9因子が抽出された。そこで，少年院の結果との対比させることを  

考慮して，因子数を少年院と同じ4に指定して再度因子分析を行ったところ，比較   
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的安定した解が得られた（表17）。内容的にも，おおむね少年院のデータの因子分  

析で得られた結果に対応すると考えられたため，各因子には，少年院と同じ名前を  

付けた。  

表17 教育目標の因子分析結果（少年鑑別所）  

本件非行の重大性を認識している   

被害者に対する謝罪の気持ちが深まっている   

自分の問題点に向き合える   

不良交友を断ち切る決意を持っている   

反社会的集団，暴力，薬物，不良交友，異性関係な 
の個別的な問題点について理解できている   

自分の非行が家族に与えた影響を正しく理解している   

家族に対する感情を整理できる   

集中力がある   

周りの雰囲気に流されない   

感情的にならず，冷静に問題に対処できる   

わがままを抑えられる   

嫌なことやつらいことから逃避せず，粘り強く物事に   
取り組める   

見えや虚勢を張らない   

うそを付いたりごまかしたりしない   

責任感がある   

前向きな気持ちで物事に取り組める   

自分の言動が周囲に及ぼす影響を認識できる   

節度ある行動が取れる   

物事の善悪を適切に見極めることができる   

決まりの大切さを理解している   

他人に対する信頼感を持っている   

社会生活への意欲や希望を持っている   

自信を持って行動する   

周囲の人と協調できる   

職業生活に必要な意識，知識，技能等が身に付いている   

学力がある   

堅実で具体的な生活設計を立てている   

社会人としての心構えができている   

適切に表現できる   

主因子法・バリマックス回転   
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ここで，少年院と少年鑑別所の因子分析結果において，共通して同じ因子に高い  

因子負荷量を示す項目を選び，その平均値を求めて因子得点とした。具体的には，  

自己抑制の因子は，項目5，6，7，8，9，10，13，非行の反省の因子は，項目  

17，18，26，27，28，29，30，自信・意欲の因子は，15，16，19，21，技能・学力・  

体力の因子は，項目20，24，25である。表18及び図11は少年鑑別所の結果，また，  

表19及び図12は少年院の結果である。  

表18 教育目標各因子の因子得点（少年鑑別所）  

少年鑑別所   

自己抑制   3．59（0．72）   

非行の反省   3．75（0．59）   

自信・意欲   3．41（0．56）   

技能・学力・体力   4．01（0．63）   

注 カツコ内はSDである。  

表19 教育目標各因子の因子得点（少年院）  

少年院   

自己抑制   2．58（0．56）   

非行の反省   2．41（0．49）   

自信・意欲   2．44（0．58）   

技能・学力・体力   2．78（0．62）   

注 カツコ内はSDである。   

少年鑑別所について，各因子得点の高低を検討するため，一要因の分散分析を行っ  

た結果，主効果が有意であり（F（3，268）＝11．28，p＜．01），事後比較（Bonferroni）  

の結果，「技能・学力・体力」，「自己抑制」＞「非行の反省」，「自信・意欲」（＞は  

有意差を示す。）という結果が得られた。   
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自己抑制  非行の反省  自信t意欲  技能一学力■体力  

図‖ 教育目標各因子の因子得点（少年鑑別所における現状）  

自己抑制  非行の反省  自信1意欲  技能・学力・体力  

図12 教育目標各因子の因子得点（少年院における成長）   
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また，少年院についても同様の分散分析を行ったが，主効果が有意であり（F  

（3，792）＝17．52，P＜．01），事後比較（Bonferroni）の結果，「技能・学力・体力」＞  

「自己抑制」・＞「非行の反省」，「自信・意欲」の順に得点が高いことが分かった。   

少年鑑別所は，少年院よりも非行性が進んでいない少年が多いことが，「技能・   

学力・体力」因子や「非行の反省」因子の得点の高さに反映されているのではない   

かと思われる。また，少年院の結果については，法務教官は，教育による「技能・   

能力・体力」や「自己抑制」因子の伸び幅が大きいと見ているが，「非行の反省」，  

「自信・意欲」は，前2因子に比べると教育の効果が現れにくいという印象を持っ   

ており，それだけ指導が困難な領域であるという認識を持っていると解釈できるだ   

ろう。  

（3）特性形容詞尺度と教育目標の関連   

特性形容詞尺度の3因子と教育目標の4因子の関連を検討するため，少年院につ   

いては，特性形容詞尺度の各因子得点の差（出院時一入院時）と，教育目標の因子   

得点の相関係数を，少年鑑別所については，そのまま各因子得点間の相関係数をそ   

れぞれ求めた。  

しかし，少年鑑別所，少年院のいずれにおいても，全体的に相関係数は高くなかっ   

た（絶対値が．50以上の関係は見られなかった）。この分析は，対人認知の基本次元   

におけるイメージ形成が，より具体的な各側面（教育目標）の影響を受けている可   

能性を検討するために行ったものが，ここでの結果は，両者がある程度独立したも   

のであることを示唆するものとなった。  

3 法務教官としての少年に対する期待（調査票Bの自由記述）   

「法務教官の非行少年像に関する調査（B）」の最後（少年鑑別所は「間7」，少年院   

は「間8」）に，「あなたは，法務教官として，少年に対して今後どのように成長して   

ほしいという希望を持っていますか。具体的なこと，抽象的なこと，どんなことでも  

構いませんので，自由に記述してください」という質問によって，少年の将来に対す   

る希望，期待，激励，説示，指導，助言，注意等が記述されることを想定した自由記  

述欄を設けた。   

本項は，その内容を分析することを目的としている。  

（1）結果  

表20「回答職員の年代別状況」は，本間に回答した少年鑑別所及び少年院職員の   

年代別の状況である。  

回答者数は，少年鑑別所65人（うち，女子4人），少年院181人（同28人），計246   

人（同32人）であり，全体の平均年齢は39．2歳，平均勤務年数は14．4年である。   
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表20 回答職員の年代別状況  

236  

平  均  

区 分  年 代  人 数   構成比  
年  齢  勤続年数  回答項目数   

50歳以上  15（0）   23．1   54．8   31．1   1．5  

40歳代   26（1）   40．0   43．2   18．9   1．7  

少年鑑別所                            30歳代   20（2）   30．8   33．5   9．5   1．2  

20歳代   4（1）   6．1   28．3   3．0   1．5  

小 計   65（4）   100．0   42．0   17．8   1．5   

50歳以上  26（4）   14．3   54．6   30．0   2．3  

40歳代   47（5）   26．0   44．5   19．0   1．6  

少 年 院                            30歳代   68（11）   37．6   33．5   8．5   2．0  

20歳代   40（8）   22．1   27．0   2．7   1．9  

小 計  181（28）   100．0   37．9   13．2   1．9   

50歳以上  41（4）   16．7   54．7   30．4   2．0  

40歳代   73（6）   29．7   44．0   19．0   1．6  

計  30歳代   88（13）   35．8   33．5   8．7   1，8  

20歳代   44（9）   17．8   27．1   2．7   1．9  

合 計   246（32）   100．0   39．2   14．4   1．8   

注 「人数」欄のカツコ内の数は，女子職員の再掲である。   

なお，本表中の「項目」とは，「少年に対して今後どのように成長してほしいと  

いう希望を持っていますか」という質問の回答として自由に記述された内容におい  

て，箇条書きで回答されたものについては「記述内容」を，また，短文形式で回答  

されたものについては「主意内容」をまとめたもの（いずれの場合も回答者一人で  

複数になることがある。）であり，その全体的別犬況は，「少年鑑別所法務教官とし  

ての少年に対する希望（一覧）」（資料1－1）及び「少年院法務教官としての少年  

に対する希望（一覧）」（資料ト2）のとおりである。   

これを整理した項目数（一人当たりの平均）は，少年鑑別所は96（1．5），少年院  

は345（1．9），全体では441（1．8）であった。   

表21「法務教官としての少年に対する希望」は，少年鑑別所及び少年院の別に項  

目を整理した表であるが，その分類及び区分は，前記一覧における少年鑑別所の  

「0001から0096まで」，また，少年院の「0001から0345まで」の4桁の数字を付した  

各項目を小項目とし，次いで，各小項目を内容の共通性・類似性ごとにまとめたも  

のに3桁の数字を付して中項目とし，さらに，各中項目を内容の共通性・類似性ご  

とにまとめたものに2桁の数字を付して大項目とすることによっている。   
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少年鑑別所  少 年 院   

項  目   項目数   （％）   項  目   項目数   （％）   

01少年鑑別所へ入所したことを反  3  
省し，立直りの契機にしてほしい  （3．1）  01少年院へ入院したことを反省し，  9  （2．6）  

02再び非行をしてほしくない   7  （7．3）  02再び非行をしてほしくない   20  （5．8）   

03法令を守って生活してほしい   6  （6．3）  03法令を守って生活してほしい   3  （0．9）   

04共感性のある人になってほしい  22  （22．9）  04共感性のある人になってほしい  60  （17．4）   

041相手の気持が分かる人になっ  
8  041相手の気持が分かる人になっ  

てほしい  てほしい   
12  

042他人への思いやりのできる人  4  042他人への思いやりのできる人  
になってほしい  になってほしい   

8  

043他人の痛みが分かる人になっ  6  043他人の痛みが分かる人になっ  
てほしい  てほしい  

5  

044他人に迷惑をかけない人になっ   
てほしい  

16  

045他人を傷つけない人になって   
ほしい  

6  

046被害者の気持が分かる人になっ  
4  046被害者に誠実に対応してほし  

てほしい  い   
13  

ほしい  05 自分の内面を見つめて成長して  29  （30．2）  05 自分の内面を見つめて成長して  67  （19．4）  

051周りの人たちと自分との位置  10  051周りの人たちと自分との位置  
づけを身に付けてほしい  づけを身に付けてほしい   8  

052自分と向き合ってほしい  19  052 自分と向き合ってほしい  59  

06 自分を大切にしてほしい   9  （9．4）  06 自分を大切にしてほしい   23  （6．7）   

07友人関係を改めてほしい   5  （5．2）  07友人関係を改めてほしい   3  （0．9）   

08家族関係を大切にしてほしい   3  （3．1）  08家族関係を大切にしてほしい   9  （2．6）  

09社会から受け入れられる行動が できるよにな （21．6）  うってほしい   

091基本的な生活の仕方を身に付   21  
けてほしい  

092社会人として生活ができる人   28  
になってほしい  

093周りの人たちから信頼，信用   
される人になってほしい  6  

094人間として前向きの生き方を   15  
してほしい  

095道しるべになる人に出会える   
努力をしてほしい  5  

10少年院で沢山のことを学習して に 
身付け，役立ててほしい   （8．7）  

11忍耐力をつけてほしい   12  （3．5）  

12幸福な家庭を築いてほしい   10  （2．9）  

13感謝の気持を持ってほしい   6  （1．7）  

14感情の表現ができるようになっ  てほしい  5  
（1．5）  

15自信を持って行動するようになっ  てほしい  5  
（1．5）   

16仕事を大切にしてほしい   4  （4．2）  

17知識を身に付けてほしい   3  （3．1）  

18夢や希望を持って生きてほしい  5  （5．2）  18夢や希望を持って生きてほしい  8  （2．3）   

計   96    （100．0）   計   345    （100．0）  
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少年に対する希望の項目数の多い順を大項目によって見ると，少年鑑別所では，  

「05 自分の内面を見つめて成長してほしい（30．2％）」，「04 共感性のある人になっ   

てほしい（22．9％）」，「06 自分を大切にしてほしい（9．4％）」，「02 再び非行をして   

ほしくない（7．3％）」，「03 法令を守って生活してほしい（6．3％）」となっており，   

また，少年院では，「09 社会から受け入れられる行動ができるようになってほしい  

（21．6％）」，「05 自分の内面を見つめて成長してほしい（19．4％）」，「04 共感性の   

ある人になってほしい（17．4％）」，「10 少年院で沢山のことを学習して身に付け，   

役立ててほしい（8．7％）」，「02 再び非行をしてほしくない（5．8％）」となっている。   

少年鑑別所，少年院それぞれ独自の大項目としては，少年鑑別所では，「16 仕事   

を大切にしてほしい」，及び「17 知識を身に付けてほしい」が，また，少年院では，  

「09 社会から受け入れられる行動ができるようになってほしい」，「10 少年院で   

沢山のことを学習して身に付け，役立ててほしい」，「11忍耐力をつけてほしい」，  

「12 幸福な家庭を築いてほしい」，「13 感謝の気持を持ってほしい」，「14 感情   

の表現ができるようになってほしい」，及び「15 自信を持って行動するようになっ   

てほしい」が設けられた。   

中項目について見ると，まず，① 少年鑑別所では第1位，少年院では第2位の  

「05 自分の内面を見つめて成長してほしい」に，「051周りの人たちと自分との位   

置づけを身に付けてほしい」と「052 自分と向き合ってほしい」が少年鑑別所，少年   

院ともに設けられ，次に，② 少年鑑別所では第2位，少年院では第3位の「04 共   

感性のある人になってほしい」に，中項目として「041相手の気持が分かる人になっ   

てほしい」，「042 他人への思いやりのできる人になってほしい」，「043 他人の痛み   

が分かる人になってほしい」及び「046 被害者の気持が分かる人になってほしい（少   

年鑑別所）被害者に誠実に対応してほしい（少年院）」が共通するものとして設けら   

れた。なお，この大項目の中には，少年院独自の中項目として「044 他人に迷惑を   

かけない人になってほしい」と「045 他人を傷つけない人になってほしい」が設けら   

れた。さらに，③ 少年院固有には，「09 社会から受け入れられる行動ができるよう   

になってほしい」に，「091基本的な生活の仕方を身に付けてほしい」，「092 会人   

として生活ができる人になってほしい」，「093 周りの人たちから信頼，信用される   

人になってほしい」，「094 人間として前向きの生き方をしてほしい」，及び「095 道   

しるべになる人に出会える努力をしてほしい」の5つが中項目として設けられた。  

（2）考察   

第1は，法務教官の少年に対する希望の全体的傾向についてである。   

非行少年の収容や処遇において，対象者の資質を鑑別する少年鑑別所と，矯正教   

育を授ける少年院とでは，少年の法的な身分（地位）が異なっており，したがって，   
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少年鑑別所と少年院の法務教官の職務の内容としての少年との接し方の態様に違い  

があって，当然に，職務意識における特徴がある。このことは，本間に対する回答  

の結果に明確に示されているところである。しかしながら，少年鑑別所法務教官と  

少年院法務教官の職務は，少年の健全育成を図ることにおいて共通しており，本間  

に対する基本的な答えとして，非行や犯罪があった対象少年に対して，「ものの考  

え方，ものの感じ方を変えてほしい」ということで，最終的に同じ希望が述べられ  

ており，それぞれの立場から「自分に対してはもちろん，これまでとは違って他人  

との関係においても，同じように変えてほしい」という希望につなげていることに  

おいても共通している。   

これができるようになるためには，「これまでの生き方を反省する必要」がある  

が，この「反省には，自分を見つめることができるように心が発達している必要」  

があり，「少年院という教育場面でいろいろと学習することを経験，体験として積  

み，そのことを通して成長してほしい」という希望が圧倒的に多い。そして，少年  

鑑別所を退所し，あるいは少年院を出院した後は，「社会生活に必要な手本となる・  

模範となる・基準となる人との出会いを自らのカでつくるようにしてほしい」とい  

う指導者としての強い願いがある。   

最終的に最も大きな希望は健やかに成長することであるが，そのためには，「こ  

の失敗をしっかり見つめ，新しい生活をしていくために，自分を見捨てず，自分を  

信頼し，自分を大切にして，夢や希望を持って力強く生きてほしい」という期待が，  

実際的に細部にわたる親身な指導や注意とともに，祈りに近いメッセージとなって  

送られている。   

第2は，法務教官は，少年に，自分自身を成長させること，それを他人との協調  

や共同によって育んでいくことを強く希望していることについてである。   

このことは，少年鑑別所では，「05 自分の内面を見つめて成長してほしい」と  

いう期待が30．2％で第1位，「04 共感性のある人になってほしい」が22．9％で第2  

位となっており，また，少年院では，「09 社会から受け入れられる行動ができる  

ようになってほしい」の21．6％に続いてほぼ同数近くの割合で，「05 自分の内面を  

見つめて成長してほしい」が19．4％で第2位，「04 共感性のある人になってほしい」  

が17．4％で第3位となっていることに，この希望の大きさや強さが認められる。   

なお，少年鑑別所では，「05 自分の内面を見つめて成長してほしい」，「04 共  

感性のある人になってほしい」の順であり，その合計が半数を超える53．1％である。  

一方，少年院も同じ順位であるが，その合計は36．8％である。この構成比上の特徴  

は，少年鑑別所と少年院の法務教官それぞれの職務内容の遠いによるものと考えら  

れる。   
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また，「04 共感性のある人になってほしい」には，先に確認したとおり，少年  

院の方は，「044 他人に迷惑をかけない人になってほしい」と「045 他人を傷つ  

けない人になってほしい」の二つが，少年院独自の中項目として設定された。その  

具体的な期待内容として，前者は，「自分のしたことが元になって，相手や周りの  

人がとばっちりを受けたり，い やな思いをしたりすることがないようにすること」  

として，例えば，「0066 人に迷惑をかける行為は，その時々に考えなくとも，自  

然に抑えることができるようになってほしい」，「0071素直さ，謙虚さ，冷静さな  

どをしっかり身に付け，他人に迷惑をかけない，自分の大切なものを守れる人間に，  

最低でも成長してほしい」等によって，また，後者は，「相手の感情やプライドに  

触るような言行をして，精神的な苦痛を与えないようにすること」として，例えば，  

「0077 自分や他人を傷つけない生き方をしてほしいと思う。ただその一点だけに  

全力を尽くしています」，「0078 今後二度と人を傷つけることなく，自分の人生を  

大切にし，幸せなものにすることが，周囲の人々を幸せにすることに繋がることを  

知ること」が述べられている。これらは生活上の注意であるとともに，これからの  

生き方の大事な心構えであり，少年院での日常生活の実際場面における行動観察を  

通して，法務教官が感じていることを希望として託すものであると考えられる。   

「04 共感性のある人になってほしい」には，少年鑑別所，少年院に共通して，  

「046」で「被害者等」との関係における希望が述べられている。この中項目の内容は，  

少年鑑別所では，「0035 被害者の気持が理解できる」，「0036 被害者にどんな迷  

惑をかけたかなど，本当に反省してほしい」，「0037 自分が行った非行のために，  

周囲の人（被害者だけでなく，被害者の家族，地域住民，自分の家族など）がどれ  

だけの影響を受けたのかを，きちんと理解してほしい」，「0038 命の大切さを知る。  

人の命を奪うことがどんな理由であろうとも許されないことを理解する」であり，  

「被害者の気持ちが分かる人になってほしい」とカテゴリー化されると考えられる。  

これに対して，少年院の場合は，「0082 被害者の心の痛み，悲しさ，苦しさを理  

解できる人間になってほしい」，「0083 被害者への謝罪行動の喚起」，「0085 被害  

者に謝罪して，一生かけ罪を償ってほしい」，「0086 被害者に対しては，誠実に補  

償を行ってほしい」，「0089『被害を受けた人の痛みは進行形であること』を，深  

く分かってほしい」，「0090 それとともに，犯罪によって今なお苦しんでいる多く  

の被害者がいるという事実にも目を向け，反省の気持ち，自分の言動に気をつける  

ことを忘れず，『命あるものを労わる心』を育んでもらいたいと願っている」，「009  

1社会一般の見方は，被害者への償い，謝罪があることによって，初めて更生の入  

り口なると考えており，自分とのズレを認識して生きていってほしい」等を内容と  

して一層具体的なかたちで希望が述べられており，「被害者に誠実に対応してほし   
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い」というコンセプトでまとめられる占少年院に入院する前の非行行動に関する被  

害者との今後の関係等の在り方について，厳しい希望が寄せられている。こうした  

要求にも近い強い希望は，少年院で行っている被害者の視点を取り入れた教育や，  

被害者心情理解の講座や，個別の面接等において，法務教官が被害者のある非行を  

起こした少年を指導したときに見せる心情，態度，反応，考え方，決意等に接して，  

教官自身が痛感する出院後の立ち直りのための最も基本となる心構えを説示してい  

るものと考えられる。   

第3は，少年院の法務教官が希望する内容の特徴についてである。   

少年院の法務教官は，通常，少年が入院してから出院するまで，短期処遇の場合  

では約5か月，また，長期処遇の場合では約12か月近くにわたっての間，収容した  

それぞれの少年院での学習や生活を少年とともにし，しかも，その間，おおむね6  

日に一回の割合で夜間・休日の勤務に当たって起床から就寝まで，いわゆる寝食を  

ともにした生活をしている。ここから湊み出てくる少年への希望や期待は，時に辛  

く，時に優しい。   

矯正教育を行う少年院の教官として，小項目数が最も多い希望は，大項目「09  

社会から受け入れられる行動ができるようになってほしい（21．6％）」にまとめられる。  

しかもその内容は，「091基本的な生活の仕方を身に付けてほしい」，「092 社会  

人としても生活ができる人になってほしい」，「093 周りの人たちから信頼，信用  

される人になってほしい」，「094 人間として前向きの生き方をしてほしい」，「095  

道しるべになる人に出会える努力をしてほしい」として見られるように，子細で，  

親切である。慈愛を旨とし，自らが手本となってきた指導態度からの希望や期待で  

あると考えられる。   

次に，「10 少年院で沢山のことを学習して身に付け，役立ててほしい（8．7％）」  

という希望は，少年院の法務教官が自らが従事した矯正教育に対する自己評価とし  

ても，また，少年への願いとしても受け止められる。これらには，まず，① その  

基本として，「0270 人の話を良く聞き，問題に直面した場面で冷静に対処して解  

決できる人」，「0274 集中力を持つということ」を求め，② 少年院生活で少しで  

も多くの達成感を味わうことを期待して，「0276 少年院生活は，人生における一過  

程であることを自覚し，少年院で得たものを手がかりに，社会生活適応をより良い  

ものにしていってほしい」と少年院生活を客観視させ，③ 具体的なこととして，  

「0279 少年院での集団生活で得られたことが多かったように，社会の中で自分ら  

しく成長してほしい」，そして，「0283 少年院で身に付けたこと（身辺整理，規則  

正しい食習慣，体育，あいさつ，返事等）を日常生活で実践していってほしい」と  

学ぶことの一つ一つが大事なことであると理解させ，「0286 職員との出会いや感   
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動的な体験を通して，自分の存在価値を発見したり，自分や他人を大切にできる人  

になってほしいと思う」，「0287健全な集団生活や職員との関わりを通して，人と  

しての在り方を学んでほしい」といい，④ そして，少年院で，「0288 生活の基  

本は何かということをしっかり学んだのだから，社会の現実に失望しないで，自分  

から，自分がやるという姿勢を持ち続けてほしいと思う」と方向付け，そこには，  

「0289 少年院に入院する前の自分と，出院後の自分について，客観的に判断でき  

る力をもてるようになってほしい」と注意が必要なことを喚起し，「0291少年院  

ですべてが解決するわけではないので，出院してからも問題や葛藤を抱えながらも，  

何とか生きていくだけの力や覚悟をもって生きていってもらいたい」，「0292 少年  

院を仮退院する際には高過ぎる目標を掲げてしまい，実際の生活で挫折してしまう  

ことが多いので，実現可能な目標を設定し，努力することを継続してもらいたい」，  

「0293 少年院での処遇，更生は，本人が再び社会で適応するためのスキルアップ  

に重点が置かれている（例えば，生活指導や職業補導）。それを経験したからといっ  

て，更生に励んだと錯覚して欲しくない」と細部にわたる注意を重ねて説示し，最  

後に，⑤「0297 少年たちにとって，『これだけやった。できたんだ』という実感，  

現実となり，厳しい社会の中で自分と戦う力の源であってほしい。自分と戟い続け  

ることで，本当だと想う優しさや強さを知り，時の流れ，季節の色，香り，様々な  

人々の想いを少しでも多く感じ，そのまっとうな想いを実践して幸せになってほし  

いと思います。二度と人を，そして自分を傷つけないように。深く反省し，深い愛  

を感じてほしい」とエールを送っている。   

これに続く「11忍耐力を付けてほしい」，「12 幸福な家庭を築いてほしい」，  

「13 感謝の気持を持ってほしい」，「14 感情の表現ができるようになってほしい」  

「15 自信を持って行動するようになってほしい」は，いずれも「10少年院で沢山  

のことを学習して身に付け，役立ててほしい」において希望しているものから派生  

するものや，内容の一部をなすものであるが，これらは，少年院における教育場面  

や生活場面を見守ってきた法務教官が，少年の行動，態度を見て，木目細やかに指  

導し，あるいは，繰り返し，繰り返し指導していることを「出院後も忘れないでほ  

しい」という願いとして，諭しているものと考えられる。  

Ⅴ 総合考察   

少年非行像についての非行の実態，非行の原因に関して，内閣府で実施された「少年  

非行問題等に関する世論調査」でみられた社会一般の人と，法務教官との間には大きな  

相違は認められなかった。そこで，収容少年の非行少年像について各尺度から得られた   
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結果の考察と，自由記述に関する考察はそれぞれ述べたので，ここでは両者の関係につ  

いて触れる。   

教育目標を用いた尺度の分析結果では，少年院における少年の成長において，「非行  

の反省」と「自信・意欲」の因子の伸び率が比較的低いという結果が得られたが，この  

ことは，法務教官はこの領域の指導は困難なものであると認識してい ると解釈した。   

一方，自由記述の分析では，「自分の内面を見つめて成長してほしい」，「共感性のあ  

る人になってほしい」，「再び非行をしてほしくない」といった項目が，少年院と少年鑑  

別所に共通して多く見られた。   

再び非行をしないとか，内面の成長ということは，簡単にできることではないが，非  

常に重要な領域である。このような困難だが重要な領域に，法務教官の希望・期待がよ  

り多く集まっていることは，法務教官が，それだけ熱意を持って非行少年の教育に取り  

組んでいることを示していると考えられる。そうした熱意は，自由記述の「記述内容」，  

「主意内容」を見ても十分に理解できるし，また，教育機関である少年院の法務教官だけ  

でなく，少年鑑別所の法務教官も，同様の熱意を持っていることが理解できるであろう。   

また，本研究の結果では，領域ごとに差があるとは言え，少年の成長を感じることが  

できており，出院時の印象も好ましい方向に大きく変わることが示されている。先に述  

べたような熱意を持ち続けることができるのも，教育的な働き掛けによる変化が実感で  

きるからであると考えられる。  

Ⅵ おわりに   

少年院や少年鑑別所の職員を始めとする関係者にとっては，本研究で得られた結果に  

特に目新しい点はないかも知れない。しかし，従前からこの種の研究がなかった中で，  

現に収容少年の処遇や教育に直接取り組んでいる者が，その対象者をどのようにとらえ  

ているかということをいくらかでも明らかにし，確認できたことは，少年矯正にかかわ  

る業務にいささかの寄与があるものと思われる。   

小澤（2003）は，少年たちに変化をもたらす要因として，少年院の職員との関係につ  

いて触れ，「少年院での職員との出会いを通して，少年たちの中に新たな大人のモデル  

が形作られ，素直に指導を受け入れられるようになることで，立ち直りのきっかけになっ  

ていくようです。」と述べている。法務教官から見た非行少年像は，このような職員と  

少年の関係を，部分的にではあるが，職員の側からとらえたものと言えるかもしれない。  

このような少年と職員との関係は，矯正施設内のものであるだけに，なかなか一般には  

理解されにくいところがあるが，矯正施設における非行少年の処遇について，少しでも  

一般の理解が深まることを願うものである。   
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